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【【ははじじめめにに】】 －経緯－ 

2018 年 11 月 17 日、当院で長く使われてきた骨塩定量

測定装置 ALOKA 社製 DCS-900EX を日立製作所製 ALPHYS LF

に更新した。更新 1週間後、3人の初期担当者カンファレ

ンスで問題が上げられた。この時点では漠然と「数値がお

かしい」というものであった。骨塩定量検査に限った話で

はないが、過去検査の結果を確認して比較しながら検査を

行うため、使用開始直後から異様な値が出ていることに担

当者 3名が気付いていた。キャリブレーションは毎朝行っ

ており、精度管理上も出来ることは全て行っていた。2週

間後のカンファレンスでは体重 100kg の人の骨塩定量測

定値 T スコアが旧装置 DCS-900EX で 125％、SD2.0 であっ

たが、新装置 ALPHYS ではそれぞれ 181、6.8 で「体の大き

い人の数値がおかしい」という印象が固まっていた。そこ

で簡易的に厚さ 19cm のファントムに厚さ 10cm の水等価

ファントムを重ね BMDを測定したところ BMD値 775mg/cm2

から 883 mg/cm2 と 13.9％上昇した（18 年 12 月）。納入間

もないことでもあり、個体差なのか装置特性なのか担当者

から納入業者に問い合わせを行っている（19年 1月 7日）。

返答がないので技師長から連絡を入れるとデータを確認

に来院するとの返答（19 年 1 月 16 日）。メーカー担当者

の来院がないため再度問合せ（19 年 2月）。返信がなく技

師長による再再度問い合わせ（3 月上旬）。担当者来院し

データ持ち帰り（3月 12 日）。連絡がないのでその後どう

なったのかを担当者から問合せするも返答はない（4 月 3

日）。技師長から催促（4月 4日）。翌日、返信があり、驚

いた事に「体厚 25cm 未満という制限」があるという内容

でメーカーから説明に来るという（4月 5日）。 

2019 年 4 月 17 日、①装置は体厚 25cm までしか測定で

きないこと②体厚 25cm を超える人は大腿骨で測定してほ

しいとのことが伝えられた。理由は装置の開発が JIS 規格

（JIS Z 4930：2011）に則り、体厚 15・20・25cm のファ

ントムでのみ行われたことで、それ以上の体厚に関するデ

ータがないこととされた。体厚 25cm の制限については取

扱説明書 2ページ目に書かれていると指摘があった。しか

し、当院を担当していたセールス、ディーラー、設置時の

サービスマンは全てそのことを知らずカタログにも記載

はないため、それでは実際に装置が届くまで購入者側では

知るすべがなかった。当院の測定は基本的には腰椎で行っ

ていることもあり、診療科からは苦情の発生も考えられる。

北見赤十字病院の CT 班による調査では、腰椎 3 番レベル

での体厚が 25cm を超える人は 16％（連続した 200 名の成

人による）存在する。この人たちは腰椎による測定を行な

えないということになる。 

4 月 26 日、当院購買担当の物流情報管理課と日立製作

所との交渉により6月に装置は撤去されることが決定し6

月 15 日、HOLOGIC 社製 Horizon Ci が納入された。 

 

【【目目的的】】  

骨塩定量測定検査装置の体厚とその測定値の関係を明

らかにすること。 

 

【【実実験験方方法法】】  

体厚 20cm の人体ファントム(京都科学社製)に放射線

治療用水等価ファントム・タフウォーター(京都科学社

製)5cm、2cm、1cm を重ね、体厚を変え骨塩定量測定値

(BMD 値)を測定する。測定はそれぞれ 5回行い、上下 2

値を削除した 3値の平均値とした。 

①測定装置は日立製作所製 ALPHYS LF、GE ヘルスケア

社製 PRODIGY、HOLOGIC 社製 Horizon Ci で性能評価(表

1)を行った。人体ファントムのみ(体厚 20cm)、水等価

ファントムを 5cm、10cm、12cm 加えたとき(体厚 32cm)

のそれぞれ BMD 値を測定した。水等価ファントムが

12cm までの理由は測定装置 ALPHYS LF と当院のブッキ

ーテーブルの組み合わせにおける体厚の最大値が 32cm

のためである。 

②ALPHYS LF と上記の実験結果から導入された装置

Horizon Ci による 1cm 間隔の体厚変化による BMD 値を

測定する（表 2）。 

 

【【結結果果】】  

表 1 3 社装置による体厚とその変動係数 

 

表 2 体厚 1cm 毎の BMD 値 

Horizon Ci は体厚 35cm まで測定しても変動係数は 2%

以下で測定値のばらつきも安定している。ALPHYS LF は体

厚 23cm から直線的に BMD 値が上昇し 29cm 前後でより高

値となり、25cm 以下においても測定値は高低にばらつき

があり、25cm を超えると変動係数は 2％を超える。しかし

25cm 以下では変動係数 2％以下であり、補正係数 0.856 で

ALPHYS LF の BMD 値を Horizon Ci の BMD 値に換算が可能

であることが分かった。 

 

【【考考察察】】  

Horizon Ci は体厚依存性の変動係数が低く安定性と精

度を持つことが確認された。しかし、小さな変化を検出で

きるかどうかについてはこの結果だけでは確認できない。 

PRODIGY は体厚に比例し測定値は微増、体厚 30cm 程度

から変動係数 2％を超えている。しかし直線的ということ

は今回用いた物とは違うファントム、又は人体においては

正確な値を出すかもしれない。 

ALPHYS LFは年々体格が大きくなっている日本人を考え

ると、新たな補正または別な測定を行わないと検査対象外

の日本人が今後増えることになる。23cm から 28cm まで直

線的に体厚と相関した BMD 値を出しているので、現装置で

も良好な補正を行う事で 28cm までは良い値を出せる可能

性がある。 

DCS-900EX と ALPHYS LF は間に DCS-900FX を挟んだ親子

の関係にある。他院で導入されている 900FX も同様の問題

を抱えている事が分かった。なぜこのような事になってし

まったのだろうか？ALPHYS（DCS-900FX も）は X線受光部

を小さくすることでより精細でち密な画像を得ることが

出来た。正確に計測出来ていないが受光部面積は 1/4 ある

いはそれ以下かもしれない。受光部を小さくし正確な値を

得るためには①より高感度な受光部素材の利用②X 線量

を増やすこと③ノイズ（画像ノイズではなくて受光部含む

周辺）の低減、などが考えられるが、JIS 規格（JIS Z 4930：

2011）に対応さえしておけば良いと考えた開発グループは

それ以上の体厚を考慮していない。体厚 29cm の突然の測

定値変化は、管電圧を高くして放射線量を増やしたにもか

かわらず、DEXA 法で測定されるこの装置の小さくなった

受光部に低管電圧側の信号が信号として認識されるほど

には届いていない可能性が考えられる。 

DEXA 法による検査は、身体の骨塩量を異なるエネルギ

ーピークをもった 2 種類の X 線を利用して測定する検査

で、測定箇所の骨を透過する 2種類の X線の減衰から骨塩
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量を測定し、体の厚みや骨の太さによる影響が少なく精度

の高い検査となる。低電圧側の信号が小さくなることでよ

り高い BMD 値に計算されることが考えられる。 

 

【【ままととめめ】】  

今回のようにあらかじめ導入する装置を実験する機会

はほとんどない。装置導入を失敗しないためにはメーカー

側は重要な情報を適切にユーザーに開示すること、特に機

能制限については絶対の開示・表示必要で、ユーザーも知

り得る限りの情報をかき集めること、特に機能制限の確認

がリスク低減になる。本事例は売る側も買う側も知らない

情報があったことが大きな問題となってしまった例であ

る。 

DEXA 法は他の骨塩定量測定検査より点数も高く設定さ

れており、それはより正しい値を出すことが証明されてい

る方法だからである。メーカー側の開発の在り方も考え直

す機会になってほしい。 

今回は装置の性能を体厚依存性にのみ焦点を当てた評

価であること、使われたファントムは必ずしも骨塩定量測

定検査に最適な物ではないかもしれないことは記してお

きます。 

 

【【利利益益相相反反】】  

発表に関連し，発表者全員について開示すべき COI 関係

にある企業等はありません。 

 

【【補補足足】】  

１．骨塩定量測定の種類 

RA（Radioabsorptiometry）法（MD 法・CXD 法・DIP 法な

ど） 

  X 線フィルム又はディジタルデータから中手骨を解   

析する 

 SXA（SEXA：Single Energy X-ray Absorptiometry）法 

  単一エネルギーによるＸ線吸収測定法。踵骨や橈骨の

測定に用いられる 

 DXA（DEXA：Dual Energy X-ray Absorptiometry）法 

  二種のエネルギーによるＸ線吸収測定法。全身の骨で

測定が可能。 

  骨塩定量測定としては最も用いられている。 

 QCT（Quantitative Computed Tomograpy）法 

  定量的 CT 法で腰椎を測定する。橈骨・脛骨を測定す

る pQCT（Peripheral QCT）法もある。 

 QUS（Quantitative Ultrasound）法 

  定量的超音波法で踵骨を測定する。 

 

２．保険点数（D217 骨塩定量検査：医科診療報酬点数表

2020 年 4 月版） 

 1.DEXA 法による腰椎撮影 360 点 

  注）同一日に DEXA 法による大腿骨撮影を行った時に  

は、大腿骨同時撮影加算として所定点数に 90 点を加算す

る。 

 2.MD 法、SEXA 法等 140 点 

 3.超音波法 80 点 

 骨塩定量検査は、骨粗鬆症の診断およびその経過観察の

際のみ算定できる。ただし、4月に 1回を限度とする。  
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Construction of the bringing medicine differentiation system in Patient Flow Management: PFM 
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【【ははじじめめにに】】  

 当院は 2012 年 7 月の新築移転に際し、名称を大田原赤

十字病院から那須赤十字病院へと変更、マイタウン・マイ

ホスピタル ～地域に根ざし､ともに歩み､心ふれあう病院

に～の基本理念のもと、栃木県々北唯一の救命救急センタ

ーを有する 460 床の地域中核病院として機能している。 

当院の患者サポートセンターでは、ペーシェントフロー

マネージメント（Patient Flow Management：PFM）の

一環として入院予定患者に対し、それまでの経過、既往歴、

家族歴、連絡先、経済状況、持参薬などについて確認する

ことにより、入院後の診療がスムースに進むよう図ってい

る。 

昨今、急性期病院の入院診療報酬は診断群分類別包括評

価(Diagnosis Procedure Combination:DPC)により、支払

われ、入院期間の短縮は DPC 病院において現下の課題と

なっている。入院前には疾病診断のみならず、病期診断、

合併症の有無を確認、さらにそれら諸条件のなかで最善と

考えられる治療法を呈示し、同意を得て入院治療に入るこ

とが求められている。当院では今まで持参薬に関し、紹介

状、お薬手帳をもとに入院支援看護師が出血、転倒・転落、

誤嚥、せん妄の起因となり得るハイリスク薬について可能

な範囲で鑑別を行い、確認出来ない場合は入院後に病棟薬

剤師が鑑別を行っていた。しかし、術前中止すべき薬剤の

服用があることの認知がないまま、短期入院手術が行われ、

退院直後、重篤な合併症事例が発生した。日本では人口の

高齢化に伴い、抗血小板剤、抗凝固薬、一部糖尿病薬など

手術前に一定期間の休薬を必要とする薬剤が多数、用いら

れるようになっており、入院前持参薬の鑑別はより重要性

を増してきている。 

今回、入院前に持参薬を完全に把握し、安全に入院診療
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